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研究要旨 

パーキンソン病では運動症状に加えて様々な非運動症状を認めるが、非運動症状の一部は黒質

線条体系以外への病理進展の結果生じると考えられており、発症前診断・鑑別診断および疾患

進行度推定や予後予測に有用なものと注目されている。本研究ではパーキンソン病の様々な症

状の出現時期・頻度を質問紙によって評価し、発症前診断・鑑別診断および疾患進行度推定や予

後予測における有用性を明らかにしようとしている。当院外来や入院でデータ取得したパーキ

ンソン病および関連疾患患者を対象に、Movement disorders society から報告された prodromal PD

診断基準に準拠するように独自に作成した構造化インタビューを用い、様々な症状の出現時期

を調査した。1～2 年目には質問紙がパーキンソン病およびレビー小体型認知症の診断に有用か

どうかを検討し、軽症幻覚がレビー小体病の診断に有用であることを明らかにした。3 年目には

非運動症状の出現時期に的を絞った検討を行いレム睡眠行動異常症が二峰性の出現パターンを

示したが、出現時期による症候の違いは明瞭ではないこと・レム睡眠行動異常症を認める場合

には他の非運動症状を複数伴いやすいことを明らかにした。 

 

Ａ. 研究目的 

 パーキンソン病では運動症状に加えて

様々な非運動症状を認めるが、非運動症状の

一部は黒質線条体系以外への病理進展の結

果生じると考えられており、発症前診断・鑑

別診断および疾患進行度推定や予後予測に

有用なものと注目されている。本研究ではパ

ーキンソン病の様々な症状の出現時期・頻度

を質問紙によって評価し、発症前診断・鑑別

診断および疾患進行度推定や予後予測にお

ける有用性を明らかにしようとしている。 

 

Ｂ. 研究方法 

 1～2 年目の研究では運動障害や物忘れな

どを主訴に当院外来を受診した 72 名の患者

を対象に、prodromal PD 診断基準に準拠する

ように独自に作成した構造化インタビュー

を用い、様々な症状の出現時期を調査。様々

な症状の出現時期を”2 年前以内”・” 5 年

以内”・”10 年以内”・”10 年以上前”の 4

つに分類し、各年代における頻度を算出。決

定木分析および ROC 解析によってレビー小

体病の診断に有用な prodromal PD 症状の探

索および診断への有用性を解析した。 

3 年目の研究ではパーキンソン病の薬剤

調整・リハビリテーションの目的で入院検査

を受けたパーキンソン病患者のうち検査を

完遂した 69 名を対象に、質問紙による調査

を用い、様々な非運動症状の出現時期を運動

症状の出現時期と比較検討した。 

 

 (倫理面への配慮) 
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本研究は倫理委員会の審査済みである。 

 

Ｃ. 研究結果 

 1～2 年目の研究結果：レビー小体病出現

の 2 年前以内に出現し診断に有用な症状は

軽症幻覚で、５年前以内においても同様の傾

向が認められた。レビー小体病出現の 10 年

前以内に認められる症状としては他覚的記

憶障害がないこと・便秘が挙げられたが診断

への有用性は低かった。レビー小体病発症の

10 年以上前から認められる症状は便秘だっ

たが、やはり診断には有用でなかった。 

3 年目の研究結果：非運動症状には病初期

に頻度が増すもの・進行とともに頻度が増す

もの・二峰性のピークを示すものが存在した。

二峰性のピークを示したレム睡眠行動異常

症について、出現時期によって臨床像に変化

が生じるかを比較したが明確な差は指摘で

きなかったが、レム睡眠行動異常症を認めた

場合には他の非運動症状を複数認めること

が明らかとなった。 

 

Ｄ. 考察 

 Prodromal PD の症状の中で、便秘は有名だ

がそれだけでは発症予測には寄与せず、軽症

幻覚が診断に有用な所見と考えられた。 

 Prodromal 期だけでなく PD の全経過に着

目した場合には、非運動症状の出現時期によ

る臨床的特徴の違いは明らかにはならなか

ったが、レム睡眠行動異常症を認めた場合に

は複数の非運動症状を伴いやすく、より広い

病理進展を表す症候と考えられた。 

 

Ｅ. 結論 

 今回、作成した PD の様々な症状に関する

構造化インタビューは外来・入院患者におけ

る診断の補助や進行度予測にも有用と考え

られた。 
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